










































　2020年 10月 16日（金）午後 7時から 8時半　於：円頓寺商店街
・2020年度第 2回調査（語り手：伴野丘一、聴き手：椎名渉子・曽我幸代）
　2020年 10月 30日（金）午後 7時から 9時　於：円頓寺商店街
2．語りにみる円頓寺商店街の姿
伴野氏との対話から、昭和 30年代、1950年代の円頓寺商店街の姿が捉えられる。
　 子どもの頃っていうのは、向かいが駐車場なんですけど、それがパチンコ屋だったんですよ。
さらに映画館もあり、いろんな遊び場が釣り堀もあり。まあ、だけど大人の遊び場だよね、
みんなね。子どもが遊べるのはおもちゃ屋さんぐらいなもんで。だけど商店の子はみんな店
を9時とか10時までやっとるんで、ほったらかしなわけですよ。だから好きなように遊んどっ
ていいわけで、遊び場っていえばお寺が一番多かったかな、向かいも含めた。お寺があるん
であちこち遊べる。で、要するに夜 9時とか 10時っていうのは混むわけだよね。人が混ど
るもんで。遅くなるので一緒に家族という感じはほぼないと。月に 1回ぐらい。そんな忙し
い商店街だった時代が 60年代いっぱいまでぐらいかな。
当時の子どもたちは、親との会話の記憶よりもお小遣いをもらって、近所の文房具屋で駄菓子や
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チョークを買って、道路や寺などで遊んでいた、つまり「ほったらかされた」記憶のほうが強いと
いう。それだけ、商店街が繁盛していたことがうかがえる。また、現在の円頓寺商店街にはない「釣
り堀」や「映画館」「パチンコ屋」などの「いろんな遊び場」があったことが上の語りからもわかる。
活気のあった商店街も 1960年代後半頃から徐々に傾きかけていく。名古屋駅に地下街やデパー
トの建設が始まり、客数が減り始め、1980年代には、「釣り堀」や「映画館」などの遊び場もなく
なり、商店街の店のシャッターが下り始めていった。その後、伴野氏は進学のため、名古屋を離
れた。名古屋に戻ってからは栄に構えたサテライト店での商いに従事していたため、商店街の復
興当初の動きには直接かかわっていなかった。サテライト店を閉めて円頓寺の店に従事するように
なって、復興の流れに乗るようになる。昨今の状況をふり返り、以前との違いを次のように語った。
　 違った街になってきたなっていう感じが。それをどう思うかっていうと楽しくていいと思い
ますけど、でも褒めてもらえば褒めてもらうほど「いや、実は円頓寺ってそういうとこじゃ
ないんだよ」って言いたくなるっていう変な感じ。だから今は今でいいし、うちもそこに乗っ
ていろんなことはできるし役割はあると思うけれど、もはやもうなくなってしまった面白い
店は帰ってこないなと。
昔とは違うが、新たな姿を見せ始めている円頓寺商店街には、「那古野下町衆」のように、コ
ンサルタントや大学研究室、建築家、企業、クリエイターなど、円頓寺周辺の地域を愛するさま
ざまなメンバーが集まり、まちづくりにかかわっている。「よそ者」と呼ばれる人が商店街の店
主の声を聴き、かかわりをつくりながら、新たな場をつくる。「コツコツと」「きちっとやる」こ
とをしていくことで、円頓寺商店街に人が戻ってきた。
　 きれいごとじゃなくて、みんなそれぞれに力があるところがあって共感できるんで、そんなに
細かい人間性、どうかも分からんし、深い話じゃないにしても、みんな誰一人としていろいろしゃ
べれる。こいつはこれがすごいよっていうのが。それで十分かなと。今のところは円頓寺はそ
うやっていって、本当にやる気の人が揃ってる。
多様な人がかかわり、交じり合うきっかけがあったことを伴野氏の言葉から聞き取れた。今で
は多くの人が参加する秋のイベント「パリ祭」はその一つであった。「よそ者」がつくる仕掛け
にそれぞれの店が特異性を出し「のっかる」ことで商店街に色が戻ってくる。イベントが円頓寺
商店街の風物詩となり、この地域の独自の文化となっていくことが期されていよう。
3．「雑多」のなかにあるインフォーマルな学び
伴野氏との対話のなかで興味深かったのは、これからの商店街のあり方を話しているときで
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あった。「よそ者」といわれる人たちの活躍をふり返りながら、これからもそうした人が入って
くることを期待するかという質問に、「そうですね、アミューズ」と答えた。「アミューズ」、つ
まり「楽しみ」である。「もし釣り堀にしてもビリヤード場にしても、昔あったところからもし
かしてできるだけでも、結構今面白いと思う」と伴野氏は話した。この言葉から想像できる未来
像には、人との姿が見える。店が軒を連ねる商店街の絵に加え、伴野氏が子どもの頃にみた商店
街のように、さまざまな店が独自の色を放ちながらも、大人や子どもが集い、幾重にも行き交い、
それぞれの暮らしが感じられる「雑多な」姿があるように思われた。
多様性という言葉を私たちはよく見聞きする。多文化共生社会においては、それが尊重される
ことが前提にある。その内実を丁寧に紐解いてみると、それは「雑多」である、またそうしたあ
り様が保障されていることを示唆しているのではないだろうか。それぞれの特異性が表出された
「モザイク」や「パッチワーク」のように、一つひとつの個性がしっかりと生きていながら、全
体としても調和した様である。そうした「雑多」のなかで生きる私たちもまた、そこから個々人
のあり様をインフォーマルに学び取る。
子どもや若者世代と大人世代がすみ分けられいている現代社会において、異世代間に生じるミ
スコミュニケーションによって起こる不和や対立がある。互いを知らないからこそ起きる問題の
根は、多文化共生につながっているともいえる。また、それは文化の継承にも通じる問題でもあ
る。方言をはじめとする言葉、郷土料理にみる食文化などの無形文化の多様性が失われてきたこ
とは国際社会でも問題視されている。文化を継承する場として、学校等でのフォーマルな学びの
場をつくることも必要であるが、こうした「雑多」をまちづくりに取り入れること、異世代間の
コミュニケーションを促す仕掛けをつくっていくことが求められていると筆者は伴野氏との対話
から感じた。すみ分けられた場をつなぐために、「いろんな遊び場」をつくることで創発される
コミュニケーションが一人ひとりをつないでいくだろう。
4．おわりに
長時間にわたる調査に協力してくださった伴野氏には感謝を申し上げたい。筆者自身が、伴野氏
との対話を通して、コミュニケーションの楽しさを感じさせられたとともに、まちづくりのなかに見
える教育的意義を考えさせられた。始終笑いが絶えない対話で、意味充実した時間を共有してくだ
さり、本当にありがとうございました。「しゃべっとかんとなくなる（しゃべっておかないとなくなる）」
と話す伴野氏の言葉からも、話すことで残せる姿があることに改めて気づかされた調査であった。
なお、本稿は紙幅に限りがあったため、詳細の記述を割愛したが、本稿がもとにしている調査
データおよびその考察については、2020年度の調査報告書に反映する予定である。
参考 URL
・那古野下町衆　http://nagosyu.net/about（2021年 1月 20日）
58
